
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

生　 薬　 学　 雑　 誌

ShoyakUgaku 　 Zasshi

32（3），　177〜184　（1978）

茵蔭蒿中の Scoparone
，
　 Capillarinと Capillinの 定量

1）

赤堀　昭，香川清水，奥野　勇

　　塩野義製薬株式会社研究所
2）

Determination　of 　Scoparone
，
　Capillarin　and 　Capilli皿 in　the　Crude 　Drug “ lnchink6 ” 1）

AKIRA　AKAHoRI
，
　 KIYoMI 　KAGAwA 　and 　IsAMu　OKuNo

Shi・ n ・gi　Research　Labaratory，　 Shi・n ・gi　＆f　C ・．，　 Ltd ．2｝

　　　　　　 （Received 　April　20，1978）

　Quantitative　 anaiysis 　 of　 scoparQne ，　 capil 旦arin 　and 　capillin 　in　decoctions　of
‘‘inchillk6り

and
“inchink6・tδ”was 　conducted 　as 　below．　The 　 substances 　 were 　 extracted 　with 　ethyl

acetate 　from　the　decoctions，　separated 　by　thin−layer　chromatography ，　 and 　then 　extracted

from　the 　plates　with 　chloroform ．

　Tlle　qualltity　of 　scoparone （X ，μg）was 　calculated 　from　the 　foヱlowlng　formula，　in　whlch

yis 　 the 　 absorbance 　of　 scoparone 　in　 chloroform 　 solution 　 at 　345　nm ； X ロ92、336Y＋ 0．046．

　The 　quantities 　of 　capillarill 　 and 　capillin 　were 　deterinined　by　gas　chromatography 　using

anthracene 　 as　illternal　standard 、　 The　ratio （x ）of 　the 　quantity 　of 　capillarin 　or 　of 　capillin

to
　anthracene 　was 　calculated 　using 　the 　following　equations ，　in　which 　y　is　the 　ratio 　Qf　the

peak 　heights　of 　each 　substance 　to　that 　of 　anthracene ： for　capillarin ，　x ＝1．890y 十〇．138；
capillin ，　x ＝0．688写十〇．049．

　Using 　the 　 above 　 methods ，　 the　concentration 　Qf 　scoparone ，　 capillarin 　and 　capillin 　in　the
decoctiolls　of

‘‘inchink6，
川e‘inchink6 −t6”

and 　ill　head 且owers 　of 　Artemisi α ブ＠ o 痂‘α KuNTH
，

and 　 also 　the　collcentration 　of 　scoparone 　in　head　flowers　of 　A ，capillan
’
s　THuNB ．

，
　 collected

at　 various 　habitats　in　Japan，　 were 　 measured ，

　前報
3）

で も触 れ た よ うに ，茵陳蒿は 茵 陳蒿湯 また は 茵藤五苓散 な どの 黄疸治療処方中に 配合 され て 使われ て 来た 生

薬 で ，現在 で は こ れ らの 処方 の エ キ ス 剤 も作 られ て 市販 され てい る．こ の 生薬の 作用 と成分に つ い て は，猪子
の が そ

の 煎液が黄疸 の 治療に 有効 で あ る こ と を学界に 紹介 して 以来 ， 利胆効果を 目標 に した 研究が 行 な わ れ
5），scoparone

（6，7−dimethoxycoumarine ） に 利胆作用 の あ る こ とが 報告 された
6）．最近 ， 小宮ら 7）

は よ り作用 の 強 い 物 質 と し て

capillarisin を 分離し て い る が，そ の 量が 少な い こ と と，茵陳蒿煎液の 利胆 効果 の 強さと sc 。parone の 含量 とが ほ ぼ
一

致 す る こ とか ら，茵薩蒿の 作用 の 主体をなす物質は scoparone とす べ きでは な い か とい う示唆
8）
もある ．カ ワ ラ ヨ

モ ギ 中の scoparone 量 は す で に 重量法
9）
に よ っ て 測定され て い る が，こ の 方法は 微量試料を 扱 うの k は適して い な い

し，漢方煎液の よ うに 複雑 な 成分 構成 を持 っ た もの に も適用 困難 と考え られ る．そ こ で あ らた に 微量定量法 に つ い て

検討を 加 え る こ と と し，同時 に カ ワ ラ ヨ モ ギ に 含有 され てい る こ とが 知 られ て い る capillarinio ）
と capilliniD に つ
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い て も定量を試み た，

実験材料 と方法

標　品

Scoparone と capillarin
，
　capillin の 3 物質 は ，い ずれ もカ ワ ラ ヨ モ ギ の 乾燥頭花 か ら分離 した もの を 用 い た．

Scoparonc 　MeOH よ り再結品，無色針晶，　 mp 　146〜147°．

Capillarin　McOH よ り再結晶，無色針晶，　 mp 　126〜128°．

C ・pillin　 n
−hexane よ り鯀 占晶，無色板晶，　 mp 　83

°・

　Anthracene，　 Merck 製 ，試薬特級．

　生 薬 菌陳蒿は 信州産 ， 山 梔子 と雅黄 は 中 国 産 で ，どち ら も大 阪 市場 で 購入 し，山梔子 と雅黄は実験前に 細切 し

て か ら使用 した ．茵陳蒿 は カ V ラ ヨ モ ギ の 乾燥頭花 で ， 少量 の 葉 の ほ か に は 異物 を認 めず，
オ ト ゴ ヨ モ ギ の 花は 混 入

され て い なか っ た．

　オ ト コ ヨ モ ギ の 頭花 は ， 前年の 12月に 大阪府枚方市で 採取 した 種 子を 用 い て ，兵庫県宝塚 市 で 栽培育成 し た株 か ら

10月に 採取 し た ．採取後風乾 し て 保存した ．

　薄層 ク ロ マ ト （TI・C）板　Silica　gcl　H （Merck ） O．3mm ，　 Sijica　gel　G （Merck）0．3mm
，　 Silica　gel　

HF254

（Merck）O．5mm また は Silica　 g・160F 、、・（M ・ ・ ck ，　P ・e・・ a ・・d）0・25　mm の 20 ・ 20 ・m 唖 を使用 した・

　分光光度計　日立 分 光光度計 139型 ，
1cm 石英 セ ル を使用 ．

　ガ ス ク ロ マ トゲ ラ フ （GLC ） 装置 ： 島津 GC −4　APF 型．ヵ ラ ム ： 5 傷 OV −1 （100〜120　mesh ，　Gaschrom　Q），

4x1500 　
mm ガ ラ ス カ ラ ム に 充嗔，温度 ； カ ラ ム 170°，検出器 290e， 試料注入部 250

°．　 Carrier　gas ： N2 ，50　ml ／

皿 in，　 H2 ： 35　ml ／min ．

　茵薩蒿，茵藤蒿湯お よびオ トコ ヨ モギ煎液中の scoparone ，　 caPillarin と capillin の 分 離定量　茵薩蒿 4．Og ，

茵薩蒿湯料 1 日量 （茵陳蒿 4．0， 山 梔 子 3．O，大黄 1．Og ） また は オ ト コ ヨ モ ギ頭花 4．Og を ナ ス 型 コ ル ベ ソ に 入 れ ，

水 500ml を加え て沸騰水 浴上 で 1 時間 加温 し て か ら熱時濾過す るか，土瓶に 入 れ て 水 500　ml を 加え 300　m1 に な

る ま で 直火 で 加 熱 して か ら濾過し，NaCl　10　g を 加え て AcOEt 　100　m1 ずつ で 3 回振盪抽出 し
， 抽 出液を 合 して 水

洗 ， 脱水後，溶媒を溜去 し， 残留物を少量 の MeOH を含む CHCI3 　10　ml に 溶解 し ， そ の O．01　ml を Silica
　gel　H

の 板 ｝・ ，p。・ し，　CHCI 、
−E ・OH （98 ・2）で 闘 し ，　UV ラ ガ で 検 出 した 青白色 の ・c。P… n ・ の sp ・ t の 部分を遠

沈管に か 諏 り，
CHCI ，

5ml 勧 口え て ・・分P・7taWa！itSU・］した の ち 3・OOO・pm で 5分間遠沈 し・そ の 錆 の 345
　
nm の

吸光度を測定 した ．

S。 Qp 、，。 。， 嬾 隙 ・ 用 い た 殉 の CHC1 ，
−M ・OH 液を灘 して

・ 全量を Silica　g・1　HF254 晦 1こ sp °t し・n
−

h。 x 。 ne −A 。OE ・（9 、 ・） で 2 回 展 開 し た の ち ，　UV ラ ガ （255 ・ m ）で 検乢 た ・・plll・・i・ と ・・pilli・ の b・・d の 部

分を それぞれ か ぎ取 り，CHCI ，
10　ml を 加え て magnetic 　stirrer 上 で 2 分 間 攪拌 し て 抽出 し，ガ ラ ス フ ィ ル タ

ーで

濾過 し，瀰 した の ち，溝 を溜去 し澱 留物を 既 艟 の ・ n ・h ・acen ・ 槍 む b ・ nzen ・
−CHCI ・ 混液に 醐 し ・ そ の

1 μ1 を 注入 し て GLC を 行 な っ た ・

　各地産 の カワ ラ ヨ モ ギ頭花中の scoparone 含量 の測定　前報
1）

で 頭花の 大 きさ の 計測に 使用 した 標本 の
一

部 か ら，

約 ・、 ずつ 噸 花 を採取 し，S・・h1・・ 抽螺 で CHCl ・ を用い て 8時間連続抽出 した・mh　E，H液 か ら一た 儲 徽 1融

した の ち，再び 5・ml の CHCI
、 に溶解 し，そ の 0．0・〜・・02 μ1を TLC 楓 ・ ・p ・・ し・前記胴 様 に艦 して 糧

した ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実 　験　結　果

　ScoParone の 量 と 吸 光度の 関 係 　Scoparone の 95％ EtOH 溶液 の 紫外部吸光ス ペ ク トル に は 230
，
252（shoulder ），

295 （weak ），344 ＿ 噸 大吸収 が 認め られ た．2・．2m ・ の ・c・・… n ・ を … ml の CHC1 ・ に 溶解 し ・ そ の 1° ml

を CHCI
，

で ・0伽 1 鯑 肌 た の ち ，希締 の 0，25〜4　ml を 採 ・ て CHCI ・ で 再び 5ml 　l唏 釈 した 液 （5・°5〜

8。．8 ，、／5ml）の 345 。 m 嫩 光朧 測定 した 結 果 は，　Fi・… 1・・ 示 し た よ うに ・庶 原点樋 る醐 とな り ・ そ の 回

帰式は 5 皿 1 嗾 中 の ・c・P … n ・ lii9　 ・ … 汲 光魔 ・ とす る と・x − 86・5・5・
一゚ ・°26 の よ う岐 わ す こ とカ〜で

ぎる．

S，。，＿ 。 の TLC 板 よ りの 回収 5．・5− ・・．5 ・9 の ・c・P ・・… を S・li・ a　g・I　H の 板ぴ ボ ・ ト し・CHC13 冖

E、。H （98 、2）碾 臥 た の ち，・p ・・ の 部分をか 諏 ・ て ，
・ml の C・ Cl

・ で攤 し た 紬 腋 畷 光Ri9　TABLE 　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （178 ）
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　　　　　　　　　　　　　　 Fig．1．　 Absorbance 　 of 　Scoparorle

　　　
−

●
一，Standard 　scoparone ；

一
▲
一，　scoparone 　recovered 　from　thin −1ayer　plates ．

　ScQparone （20，2mg ） was 　dissolved　in　chloroform （100　ml ），　 then 　10　ml 　of　the　 solution

was 　diluted　with 　 chlQroform 　 up 　to　100　mL 　Next ，0．25　to　4　ml 　 of 　the 　diluted　solution 　was

pipetted　into　 a　flask　and 　again 　diluted　to　5　ml 　with 　 chloroform ．　 The 　 absorbance 　 of 　the

solution 　 was 　recorded 　 at 　345　nm ．

　Scoparone （10．1mg ＞was 　dissolved　lll　 chlorofornl （10　ml ），　 then 　O．OO5　to　O，05　ml 　 of 　the

sQlution 　was 　spotted 　on 　a　sillca 　gel　H　plate 　alld 　developed　with 　chloroform −ethano1 （98 ：2）．
The　spot 　of 　 scoparone 　was 　scraped 　from　the 　plate　 and 　put 　wlth 　 chlorofom1 （5　ml ）into　a

centrifuge 　tube ，　which 　was 　shaken 　vlgorously 　for　 10　min 　and 　centrifuged 　 at 　3，000　rpn エ

for　5　min ．　 The 　 absorbance 　 of 　the 　 solutions 　 were 　 recorded 　 at　345　nm ．

TABLE 　I．　 Recovery 　Rates　of 　Scoparolユe　Extracted　from　Thin−layer
　 　 　 　 　 P！ates 　 with 　 Chloroform

Plate
Quantity
　 spotted

　 （μ9）

Silica　 gel　60F254 G H

Quant量ty 　　 Recovery
　 recovered 　　　 rate

　 （μ9）　　　 （％）

QuantityRate Quant量tyRate

5，0510

．1020

．　2030

。3040

，4050
．50

4．709

．1018

．59

93．190

．592

．0

4．108

．9318

．68

81，288

．492
．5

4，739

．3218

．9228

．1737

．5247

．47

93，792
．393

．793

．092

．994

．0

　Scoparone 　was 　dissolved　in　chleroform ，　 spotted 　on 　thin −layer　plates　 and 　developed　with

chloroform ・ethanQI （98 ： 2）．　 Spots　were 　detected　under 　 an 　ultraviolet 　Iamp，　 marked ，
scraped 　from　the 　plates　 and 　put　into　centrifuge 　tubes．　Chloroform （5　m1 ）was 　added ，　then
the　tubes　were 　shaken 　vigorously 　and 　centrifuged 　at　3，000　rpm 　for　5　min ．　The　quantities
of 　scoparone 　recovered 　were 　calculated 正rom 　the 　 absorbance 　of　the　solutiQns 　 recorded 　 at

345nm ．

と Fig．1 に 示 した と お りで，ほ ぼ 原点を 通 る直線に な り，そ の 回帰式は x ・＝92．336　y ＋O．046 であ る，
また 回収率は 93・3± 。・6％ （m ・an ±S・D ・〉 で あ っ た が ，

　Silica　g ・1　 60・F
，，、，　Sili・ a　g ・I　G の 板 で 同撒 こ 処理 した

時 の 回収率 は ，そ れ ぞれ 91．9± 1．3 お よ び 87。4±5．7％ で あ っ た．

　Scoparoneの TI・C 分離　茵陳蒿お よ び茵陳蒿湯煎液 の AcOEt 抽 出物 を Silica　gel　H の TLC 板 に ス ポ ッ ト

し ・ 各種の 黻 碾 開艦 を 試み た が，CHC1 ・，　CHCI 、
−A ・OEt −H ，0 （4 ・1 ・1），　b ・一 ・−A ，OEt（9812），n ．h。 x 、 n ，

．

acetone （8 ：2） で は分離は 不 完全 で ・CHC13−EtOH （98 ：2） で 展闊 した 時 の み ，　 Fig．2 に 示 した よ うに scoparone を

分離 す る こ とが で きた ．こ の spot の 部分か らの CHCI
， 抽出液の UV ス ペ ク トル は標 品 の scoparone の そ れ と ま

っ た く
一

致 し た．

　茵薩蒿煎液か らの scoparo 皿 e 抽出溶媒の検討　茵陳蒿 4g に 水 500　ml を加え，水浴上 で 1 時間加熱 して得た 煎液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（179）
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si 工ica　 gel 　 H

CHCI3 ’EtOH

　 （98 ：2）

丶．．

驪 ：匿譌 一躇1

Decoction 　of
”inchink6 ”

Scoparone

silica 　qe 工　HF

n −Hexane −ACQEt

（9 ：1 ）

Deve ユoped 　twi σ e

＼

Decoction 　of
1’inchi ・ k61’　

Capillin

Capillarin

　 　 　 　 　 　 　 　 　 DeCOC 七ion　of

　　　　　　　　　llinchink
δ

1・　
si エica 　 ge1　 HF

　 −He 　 ane −AcOE ヒ

〔9 ，・｝　 　
Capillin

　 　
．Deve ！oped 　onceCapillarin

　　Fig．2．　 Thin−1ayer　Chromatograms　of 　Decoctions　of
‘‘lnchink6−t6”and

‘「lnchink6 ”

　Decoctions 　 of
“inchink6・t6”and

‘‘inchink6 ”

were 　 extractcd 　 wit ｝l　 cthyl 　 acetate 　 after

addition 　 of 　sodium 　chloride ．　The 　ethyl 　 acetate 　 solutions 　 were 　 concentrated 　 and 　spotted

on 　thin−layer　plates，

TABLE 　II．　 Extraction　 of　Scoparone 　from　Decoction　of
“lnchink6”

Scoparone 　added 　to　　　Scoparone　extracted 　　　　Scoparone 　extracted

　 　 　 　decoction　 　 　 　 from　decQction　 　 　 　 　 from 　decoction

　　　　（mg ）： A 　　　　before　additiQn （mg ）： B 　 after 　addition （mg ）： C

Recovery　 rate

（％）： （C7B ＞／A

　　　　　 10．0　　　　　　　　　　　　　　　　13，41　　　　　　　　　　　　　　　　23．75　　　　　　　　　　　　　　　　103．4

　　　　　 10．2　　　　　　　　　　　　　　　　13 ，04　　　　　　　　　　　　　　　　23．43　　　　　　　　　　　　　　　　101．8

　　　　　 10．1　　　　　　　　　　　　　　　　13．09　　　　　　　　　　　　　　　　23．34　　　　　　　　　　　　　　　　101．5

　　　　　　9．9　　　　　　　　　　　　　　　　　13．27　　　　　　　　　　　　　　　　　23，02　　　　　　　　　　　　　　　　　　98．4

　　　　　 19．9　　　　　　　　　　．　　12，47　　　　　　　　　　　　32．46　　　　　　　　　　　　100，4 　．
　　　　　 20．0　　　　　　　　　　　　　　　　13．09　　　　　　　　　　　　　　　　32，83　　　　　　　　　　　　　　　　9S，7 ．

　　　　　 19．9　　　　　　　　　　　　　　　　12．21　　　　　　　　　　　　　　　　31．99　　　　　　　　　　　　　　　　99，4

・1。、hi。k6・1（4，09 ＞W。 、　mi ・ ・d　w ・・』・ （5。O　ml ＞・h ・ n 　wa ・m ・d … wat ・・ b・・11　f。・ 1hr・Th ・ dec… i・ ns

w ，，e　di。id，d　i。　h。lf，0 。，　p・・ti・ n 　w ・・ ext ・act ・d　t1・ree 　tim ・・ w 三th ・thy1 ・ c・t・t・ （100　m1 ）・ ・d　the ・ther

w 。， mi 。，d　wl ・h 、c・P。・… a ・d ・ xt ・a … d … b・ v ・．　E ・hyl ・ ce ・・… x ・・ ac ・・ w ・・e ・p ・・t・d 。・ ・ilica　gel　H

plates，　 developed　and 　 measured ，

を 2 等分 し，一方 に TABLE 　II に 示 した 量 触 ・p … n ・ を 臓 ，双方をそれぞれ E ・
・
° ま た は A ・OEt 　

1°°ml ず

つ で 3 回振盪抽出 し，前記 の よ うに 処理 して sc 。parone 量 を 測 定 した ．そ の 結果 は TABLE 　
II に 示 し た よ うに ，

AcOEt で は 10，20mg と もに 満足すべ き結果を得た が ，　
Et20 抽出で は 不 十分 で あ っ た ．

　茵薩 蒿 煎液か らの AcOEt 抽出物の GLC 　AcOEt 抽出物の CHC13 溶液を 注 入 し た 時 の GLG の パ タ ーソ は

Fi、 ．3 に 示 し樋 りで ，　sc ・P… n ・ の 近 く… 瞳 な る ・・ ak はな カ・ ・ た … cap ・ll・・i・・ と capill ’・ の 轍 に は peak

（180）
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ScOPαrone
↓

CapillinlOapilt

。，i．
　　　　　↓

　　　　　　　　　　 1 5 10 15 20 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 mm

　　　　　　　　Fig．3．　Gas　Chromatogram 　of 　the 　Ethyl　Acetate　Extract
　　　　　　　　　　　　from 　 a　DecQction　 of

“lnchink6−t6 ”

　　　
4mln × 1，5mGlass

　
column

　packed 　with 　5％ OV −1（100−120　mesh 　Gaschrom　Q）；

　　　temperature ，170° ； carrier 　gas ，N2（50　m 【／min ）； detector，　FID ．
Th ・ d・・  ・ti・n ・f “i・ ・hi・k6・t6”was 　sh ・k・ n　with ・thyl 。， et 。te　after 　additi 。 n 。f ，。di。 m

chl °「id・・The　e・hyl　ace ・・t・ e・t・a ・・ w ・・ di・s・1・・d　i・ ・hl… f・ rm 、f・，，
　evap 。。。ti。 n 。f ，he

extraction
　so ［vent 　and 　injeeted　iIlto　the　chromatographic 　chamber ．

　

　

　

2
　

　
　

　
　
　

　
1

竺

号
5
‘

着
a
←

o

。

看
匡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　 2　　　　　 3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Capillarin　or　 cαpi［lin｛mg ［／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 anthrqcene ｛mg 】

　　　　　Fig、4．　 Relationships　betweell　R 且tios　of 　Peak 　Heights　and 　Ratios　 of

　　　　　　　　　Quatities　of 　Capillarin　 or 　CapiI【ill　to　Anthracene

　　　　　　　　　　　　　　
−▲ 一，　Capillarin； 一

●
一，　capillin

　
Capillarin

　（20，0mg ）was 　dissolved　in　chloroform （201nl），　 then 　O．5　to　3．Oml 　of 　tlle
s°luti° … ・ pi・・tt・d　i・・t。 °・2w ／・％ ・・1・ ・i・ n ・f　an ・h・ a・ en ・ i・ b・ nzene −

・h1… f・・m （0、5ml ），

which 　was 　 corlcentrated 　and 　injected　into　 a　chromatographic 　chamber ．

が 多 く， 単離す る こ とは で きな か っ た ．

Capilla「in と capillin の GLC 【こ よ碇 量 C・pill・・重・ と ・apillin それぞれ 2・m ・ を 2・ ml の CHC い ．解
し・その ゜・5（°・5）〜4・°m ｝（4・°m ・） を 採 り・・n ・h − ・ の b… en ・

−GHCI
・ 蔽 （・．2w1 ・ ％）・．5ml （1．・皿 、）

を 加え て 齷 峨 縮 し・そ の 1 ・1雄 入 して 前記 の 条件で GLC を徹 い 、 ピー・ 嚆 さを 求め た ．こ 描 の 勘
質と anthracen ・ の 聾 比 と ピー

・ の 謎 妣 は ・Fig ・・ の よ うに 直線麟 を 示 し ， そ の 剛 軾 は capi11 、，i。 また
は capillin と anthracene の 重量比を x ，ピーク の 高 さの 比 を y とす る と，次 の よ うに 表わ す こ とが で きる，

　　　　　　　　　　　　capillarin 　毋
＝1．890y 十 〇．138； capillin 　x ＝ 0．688　y 十〇、049

Capilla「in と capillin の TLC 分離 鰍 蒿融 液 の A ・・E・ 酬 4勿を Sili・a　g・1・ HF
、、、 の 伽 ・ 。 ポ 。 トして

分 離を 講 た ・Benzene 『A ・°Et（8 ・2）・
n −hex・ ne −a ・e ・… （・・2）・n −he・・ ne −A ・… （・・3） お よび （・ ・2）で Ckfiteす

べ き結果が 得 られず，　 n 『hexinne−A ・°E・（9 ・1）儼 も ・い こ と・・
’
2・か ・ た ff，，　E・g．・ に 示 す ・ うに ・回 ・ 臨 で は や

や 不 十分 で ，2 回 繰返す ととに よ っ て よ く分離す る と とが で きた ，
Cap ’1’a 「’n と ca ・”1’n の T正C 励 らの 回収 ・・1・5− … 5m ・ の ・ap ・11・ r… を Sili・ a　g ・I　H ・、5 、 の 板に 默

に 縞 ト し・　 11−hexane−Ac °Et （9 ・1）碾 1牆 ・ミン ドの 部分 を D・き駈 ・ n ・h・ a ・en ・ を 添力・し k・GLC を 行な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（181）
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TABLE 　III．　 RecQvery 　Rates　 of　Capillarin　and 　Capillin　from　Thin−layer　Plates

Capi廴larin Capillin

Quantity　　　Quantity　　　 Recovery 　 rate

　apPlied （Pt9）recovered （Pt9）　　　　（％）
ApPli・d（・9）

Rec
麗チ

ed
　 Rec ・ very （％）

1052104201050 103．2217

．7425

．81078

．3

98，3103

．7101

．4102

．7

100200400100093．6197

．2399

．6975

．0

93．698

．699

．997

，5

d。pill、，ii、　and ・ apilli ・ w ・・e　dissQlvcd　i・ ・hl・・。f・・m ，・pPli ・d ・・ narr ・w 　b・ nd … Silica

gel　HF254　plates　a1 ユd　developed 　with 　n
−hexane−AcOEt （9 ： 1）．　 Bands　detected　 under 　an

ultraviolet 　lalnp　were 　scraped 　trom　plates　and 　extracted 　with 　chloroform ．　Quantities　of

capiUarin 　alld 　capillin 　were 　determined 　by　gas　chromatography ．

　　　TABLE　IV ，　Quatities　of 　Scoparone，　Capillarin　and 　Capillin　ill　Decoctions　of

　　　　　　　
‘‘lnchink6’ ，

‘‘lnchillk6−t6 ”

and 　Flowers　of 　Ai’temis・iaゴα1）onica 　KuNTH

Drug　and 　extraction 　methQd

Substance Inchink6 Inchink6 −t6

1 2 1 2
A ．ノψ 0 厩 Cα

　 　 1

Scoparone

Capillarin

Capillin

25．380

．310
．87

23．130

．170

．06

24 ．82

十

十

22．85

十

十

1．74

　　　　　十 ，Could　not 　separate 　a 　suf5cient 　quantity　of 　the 　substance ・

　　　　　一
，
Not　dctected　on 　thin ・layer　plates．

　　　　　“lnchink6
”
（4．Og ），

“inchink6−t6
”
（
“inchink6，4．Og ；

“
sanshishi

”
，
3．Og ；

“dai6”，1．Og ＞　or

　　　　flowers　of 　A ．／
’
aponica （4．Og ）and 　water （500　ml ）were 　put （1）illto　a　flask　and 　warmed 　on

　　　　， b。ili。g　w 。t，・ b・th　f・・ 1h ・ 。・ （2）i・ t・ ・ t・ ・p・t ・・ d　w ・・m ・d ・ v … g ・ s　fl・ m ・ ul・til　th ・

　　　　vo ！ume 　of　water 　was 　reduced 　tQ　300　ml ．　 Scopa エoncp 　capillarin 　 and 　 capillin 　were 　 extracted

　　　　with 　ethyl 　acetate 　and 　 measured ．

い ，前記 の 方法で そ の 量 を 求め た ．そ の 回 収率 は TABLE 　III に 示 し た 通 りで ，ほ ぼ100 ％で あ っ た ．

0．・〜1．Omg の ，apilli ・ を Sili・a　g ・I　HF25、 の 楓 ・ ス ポ ・ ト し，1司闌 ・ 処理 し て 求 め た 回 収軋 TABLE 　
III の

通 りで ， ほぼ 100％で あ っ た ・

　Capillarinと capillin の煎液中からの 抽出　茵陳蒿 20　g に 水 1，　OOO　ml を加 え ， 水浴上 で 1時間加 熱 して 得 た 煎

液を 6等分 し，2 分は そ の ま ま抽 出 し ， 残 りの 4 分に capillarin また は capillin の 1．0また は 2，0mg を加え ，
い ず

れ も AcOEt 　50　ml ずつ で 3 回振盪抽 出 し ， 前記 の よ うに 処理 して cap 三11arinと capillin の 量を 測定 し，　scoparone

の 場 合 と 同様 に し て 回 収率を 求め た ．得 られ た 回 収率は capillarin で 98．2±2．7，　capil ！in で 98．2 ±3．696 で あ っ

た ．

　茵薩蒿，茵陳蒿湯およびオ トコ ヨモ ギ頭花中の scoparone ，　capillarin と capillin の 量 前記の 方法 で 作 っ た煎

液中 の 各 成 分 の 量 は TABLE 　IV に 示 した 通 りで あ っ た．

　各地産 の カワラヨ モギ頭花中の scoparOne 含量　各地 で 採集 した カ ワ ラ ヨ モ ギ の 頭花の 大 きさと scoparone 含量

は TABLE 　V に 示 し た通 りで，同一時期 に 同
一

場所 で採集した検体の 間で も， か な りの 差異が 認 め られ た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　 　 察

　Capillarinlo＞
と capillini2 ） も，それぞれ 230　nm （ε＝33000），241（18700），256 （8250）， 264（9780），273（7550），

326（4230）と 268（13760），281（16700），295 （12990）に 極大吸収を 持 っ て い るか ら，こ れ らを 利用 す る定量 も可 能 と

考え られ る．しか し scoparone と違 っ て ，こ の 2 物質の 茵薩蒿煎液中 の 含量 は 少な く，測定に 必要 な量を TLC で

分離し よ うとす る と ， 他 の 物質 の 混 入 を 避け る こ とが で き ず，TLC 板か らの 抽 出物 の UV ス ペ ク トル の 形 は標品 と

は
一

致せ ず，こ の 方法 は 適用 で きない こ とがわ か っ た．しか し こ の 抽出物中 の 夾雑物 は GLC で は 妨害を 与 え な い こ

　12）今井統雄，薬誌 ，
76，400（1956）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （182）
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TABLE 　V ，　 Concentrations　of　Scoparone　in　Head　Flowers　of 　A ．capillaris 　THuNB ．

Harvested　 at
　　　　　　　　Width 　 of 　head　 　 Concentration　 QfI−larvested　on
　　　　　　　　　flowers，　 mma ）　　　 scoparQne ，％ b）

Hachinohe ，
　 Aornori　Pref．

Tangokizu
，

　Ky6to 　Pref．

Jintsugawa，
　Toyama 　Pref．

Iwasehama ，
　Toyama 　Prcf．

Mt ．Hira ，
　Shiga　 Pref．

Tenda
，

　Wakayama 　Pref，

Arima
，

Wakayama 　Pref．

saigasaki，
　 Wakayama 　 Pref．

Mukogawa ，
　 Hy6go 　 Pref．

Nunobiki，
　Hy6go 　Pref．

Mt ．Kawaradake
，

　 Fukuoka 　 Pref．

Kara †su ，
　Saga 　 Pref．

Sept．　11 ，　1970

Oct．　3，　1968

Oct．　11，　1970

Oct．11，1970

Oct ．　14，　1969

Oct ．　18，　1970

Oct．　19
，　1970

Nov ．11，1970

Nov ．7，1068

Nov ．8
，
1968

Nov ．13，1970

NTov．　13，　1970

1．48± 0．13
1．37 ± 0．12

1．46±0．11
1．36±0，13

1．20± 0．06
1．07± 0．06

1．49± 0．11
1．39± 0．08

1．41± 0．09
1．26± 0．05
1．22± 0．09
1．22± 0．10
1．21 ± 0．07
1．17± 0．09

1．20 ± 0．09
1．16±0．09
工．13± 0．10
1．13± 0．09
1．13 ± 0．08

1．09 ± 0．08

1．25 ± 0．09
1．21 ± 0．09

1．18± 0．09
1．18±0．07

1．20±0．09
1．17 ± 0．10
1．14± 0．工1

1．30± 0．12
1．25 ± 0．09
1．20 ± 0．08

尸
07640024Q

 
400Q

σ
76尸

00044

り
0
じ
0000142031114

己
6067Q
ゾ

ー

2188465

ー

ウ臼
恥
D17

110100

．680

．600
．431

．210
．450

．350
．981
．650

．420
．350
．40

　 a ） Mean ± S．D ．

　
b ） Percent　 of 　dry　 weight ．

　About 　one 　gram 　of 　flowels　was 　collected 　from　each 　specimen 　and 　cxtracted 　in　a　Soxhlet

apparatus 　with 　 chloroform 　for　8　hr．　 Scoparone　was 　purified　flom　 chloroform 　 extracts

on 　 a　thin ・1ayer　plate 　 and 　 measuled ．

とが 明 らか に な っ た た め ，こ の 2 物質に つ い て は GLC 法を 用 い る こ と に した ．一
方 scoparone に つ い て も，

　 GLC

で定量 す る こ とは 可 能 で あ るが ，
Fig．3 に 示 した よ うに ，　 capillarin と capillin とは含量に 大ぎな差 が あ っ て ，3

者を 1 回 の 操 作 で 測 定 す る こ と は 困難 で あ る し，AcOEt 抽出物そ の ま まで は 影響物質が あ り，3 者を 残 し て それ だ

け を 除 く こ と も で きな い ，そ こ で scoparone に つ い て は 操 作が 簡単 で あ る こ と も考 え に 入れ て，　 UV 法 で 定量す る

こ とに した ．

　茵 陳 蒿液 煎液中 の scopar 。 ne の 量は そ の ま まス ポ ッ ト して 測 定 す る に は 不 十分 で あ る た め に
， 他成分を少な くす

る こ とを も兼 ね て ，煎液 か ら溶媒 で 抽出す る こ とを検討 し た 結果，AcOEt で 満足す べ ぎ結果が 得 られ る こ とが わか

っ た．しか し水層との 分離 は よ くな く，NaC1 の 添加が必要で あ っ た．

　こ の 方法 を 利用 して 茵陳蒿 と茵陳蒿湯 の 勲液中 の こ れ らの 成分を測定 し た 結果，コ ル ベ ン に 入 れ て 沸騰水 浴上 で煎

出 した 時 の 方が，土瓶 に よ る伝統的な抽出法を用 い た 場合 よ り，各成分と もに わずか に 多い もの の ，二 つ の 方法 に は

大 ぎな 違 い は な い こ とが わ か り，先 に 報 告 した 柴 胡桂枝湯 二3，の 場合 と 同様 に ，伝統的 な煎出法は か な り能率の よい 抽

出法で あ る こ とを 再 確認 した．

　カ ワ ラ ヨ モ ギ の 精油中に は capi ］lin よ りも多量 の capillen が含有 され て い る と報告 され て い る
エ4・15），今回 の 煎液

13）赤堀　昭，香川清水 ，生薬，32，24（1978）．
14）K ．Yano ，　 Phytochemistry ，14，1783（1975），
15） M ．Miyazawa 　and 　H ．Kameoka

，
　Phytocheinistry，16，1054（1977）。
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中に 測定され た capillin の 量は こ れ らの 報告の 値と大 ぎな違 い はな い が，　 capillcn は証明で きなか っ た・ こ の 物質．渦

は酸化とか光に よ っ て capillin に 変化す る と され て い る
16 〕

か ら， 今回 の 煎液 Iirに 認め られた capillin も，も とか ら

生薬中に 存在 した もの で は な く，煎出の 途中で capillen が変化 し て 生 じた とい う可能性 も否定 し きれ ない ． しか し

capillen 　lこ つ い て は，こ の 物質ぱ 水蒸気蒸溜 に よ っ て 容易 に 溜出す る
15）

か ら，　 capillin などの 物質に 変化して しま っ

たと考え る よ りは ，少な くと も大部分は ， 煎出の 途中で 水蒸気 とい っ し ょ に 容器 の 外に 失 わ れ て し ま っ た と考え る 方

が よ り妥当で あ ろ う．

　Sc。parone の 含量が 花期 に 増 加 す る とい う報告
9）

は，こ の 物質の 消長が花の 発育と関係 の あ る こ とを示 し て い る．

こ の 植物の 頭花は 通常 8 月中旬に 形成 され ， 11月 まで残存す るか ら，採集 の 時期 に よ っ て は 蕾か ら結実 した もの まで
，

種 々 の 段 階 の 花 が 混在す る．した が っ て，これ が今回 の 各地 産の カ ワ ラ ヨ モ ギ の 頭花中に 認 め られ た ，
scoparone 含

量 の 大 きな違い の
一

因で は ない か と考え ， 花の 発育 と 関連 の あ る頭花 の 幅
「） を 測 定 した が，そ れ と の 関係 は 認め られ

ず，そ れ以外 に も大 ぎな 要因の あ る こ とが わ か っ た ．い ずれ に して も ， 同じ時期 に 採取 され た 検体 の なか に 10倍近い

含量 の 違 い が 認 め られ た とい う事実は ， 今後生 薬茵陳蒿の 品質を 論ず る 場合に ，考慮 に 入れ な け れ ば な らな い 問題 で

あろ う．

　今回 の 実験に 使 用 した オ ト コ ヨ モ ギ の 頭花は ，多数の 株か ら採取 した頭花を プー
ル した もの の

一
部 で あ る．オ ＝ ド

コ ロ の よ うに 通常 は地上部 に diosgeninを含有し てい ない の に ，84検体 ［†・4 検体だ け は 最高 1 ％ に もお よぶ 高濃度

で 含有 し て い た とい う事実
17
穐 あ り，オ ト コ ヨ モ ギ と カ ワ ラ ヨ モ ギ の 自然雑種 もオ ト コ ヨ モ ギ と似 た 形態を持 っ て い

る
ls）

か ら，今回検出 され た scoparone が ，すべ て の オ ト コ ヨ モ ギ に 微量 に 含有 され て い る の か ，そ れ と も
一

部 の 含

有株また は 雜種が混入 した た め で あ る の か は 明 らか で ない ．これ に つ い て は今後検討する予定 であ る．
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